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Abstract
Studie　ttber　Martin　Walser
Geschichte　und　Literatur　in　dem　Roman，，Ein　springender
Brunnen‘‘
TOYAMA　Yoshitaka
　　　　Martin　Walser（1927～）ist　ohne　Zweifel　einer　der　bedeutenden　Autoren　in　der　deutschen　Gegen－
wartsliteratur．　In　seiner　Uber　vierzig　Jahre　wahrenden　schriftstellerischen　Tatigkeit　entstand　ein
Werk，　das　H6rspiele，　Reden，　Erzahlungen，　Novellen，　Romane，　Femsehdrehbacher，　Theaterst廿cke，
Gedichte，　Essays，　Aphorismen，　Kolumnen　und　Ubersetzungen　umfa£t．　Der　Roma11，，Ein　springellder
Brunnen“（Walser，　Martin：Ein　springender　Brunnen．　Suhrkamp　Verlag，　Frankfurt　a．　M．1998．413
Seiten），von　dem　diese　Abhandlung　handelt，　ist　sein　vierzehnter　Roman．
　　　　Walser　hat　zum　ersten　Mal　den　Schauplatz　seines　Romans，　wie　sonst　bei　ihm直blich，　von　der　bun－
desrepublikanischen　Gegenwart　in　die　Vorkriegszeit　gelegt．　Hier　ist　von　einer　schwierigen　Vergan－
genheit　die　Rede，　der．Zeit　des　Dritten　Reiches．
　　　　Der　Roman，，Ein　springender　Brunnen‘‘hat　deutlich　autobiographische　Z負ge．Der　Held　Johann
ist　gleichaltrig　wie　Martin　Walser．　Viele　Einzelheiten　der　Walser　Kindheit，　aus　Interviews　und　Skiz－
zen　bekannt，　tauchen　im　Buch　getreulich　wieder　auf．　Der　Roman　teilt　sich　in　drei　Teile（1．　Der　Ein－
tritt　der　Mutter　in　die　Partei，　II．　Das　Wunder　von　Wasserburg．　III，　Ernte）und　spielt　in　drei
Zeitabschllitten，　n註mlich　von　1932／33，1938，1944／45．
　　　　Am　Beginn　des　Romaps　steht　eine　geschichtsphilosophische　These：，，Solange　etwas　ist，　ist　es
nicht　das，　was　es　gewesen　sein　wird．‘‘Die　erinnerte　Vergangenheit　ist　nicht　das，　was　war，　als　die　Ver－
gangenheit　noch　Gegenwart　gewesen　war：，，Jetzt　sagen　wir，　daB　es　so　und　so　gewesen　sei，　obwohl　wir
damals，　als　es　war，　nichts　von　dem　wu3ten，　was　wir　jetzt　sagen．‘‘Spater，　mitten　im　Text，　wird　diese
These，　unvermittelt，　konkretisiert：”In　Wirklichkeit　wird　der　Umgang　mit　der　Vergangenheit　von
Jahrzehnt　zu　Jahrzehnt　streng　llormiert．　Je　normierter　dieser　Umgang，　um　so　mehr　ist，　was　als　Ver－
gangenheit　gezeigt　wird，　Produkt　der　Gegenwart．　Eine　komplette　erschlossene，　durchleuchtete，
gereinigte，　genehmigte，　total　gegenwartsgeeignete　Vergangenheit．　Ethisch，　politisch　dllrchkor一
㎏ie宜．“Und　als　Kontrapunkt　dazu　formUliert　Mar血Walser　die　Maxime　se血es　Sdhreibens：，，Wlmschdenkens
Ziel：Ein　interesseloses　Interesse　an　der　Vergangenheit．　Datl　sie　uns　entgegenkame　wie　von　selbst．‘‘
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Dieser　Gesichtpunkt　spielt　in　dem　Roman　eine　groBe　Rolle，　alles　wird　von　der　Augenh6he　von　Johann
betrachtet　und　berichtet．，，Ein　sprillgender　Brunnen‘‘ist　meines　Erachtens　eine　Geschichte，，eines
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sechs－bis　Achtzehnjahrigen，　der　Auschwitz　nicht　bemerkt　hat‘‘（Uber　Deutschland　reden）．Auf　der
Suche　der　verlorenen　Zeit且ndet　Walser　seine　Heimat　Wasserburg　wieder．
　　　Der　letzte　Satz　des　Romans　lautet，　die　Sprache　sei　ein　springender　Brunnen．　Das　ist　ein　abgewa11－
deltes　Zitat：，，Und　auch　meine　Seele　ist　ein　springender　Bnlnnen‘‘，　heigt　es　in　Nietzsches，，Zarathustra‘‘．
Der　Titel，，Ein　springender　Bnlnnen‘‘ist　symbolisch　fUr　prodUktive　schriftliche　Tatigkeiten　des　spa－
ten　Walser．　In　diesem　Roman　werden　Geschichte　und　Literatur　gut　eingeschmolzen，　so　daB　ein
gegltickter　Entwicklungsroman　entstanden　ist．
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マルティン・ヴァルザー研究
小説『ほとばしる泉』における歴史と文学
遠　山　義　孝
1　はじめに
　マルティン・ヴァルザー（1927～）が，現代のドイツ文学を代表する作家の一人であることは疑
いをいれない。日本ではあまり知られていないが，ドイッ本国では純文学の作家として，特にその生
産的な創作活動と，また舌鋒鋭い社会批判であまねく知られている。1997年には，ドイッの代表的
な文芸出版社ズーアカンプが12巻からなるマルティン・ヴァルザー全集1を刊行して話題を呼んだ。
作者の生前にGesamtausgabe（全集）が刊行されるということはドイッでも異例のことだからであ
る。ヴァルザーが絶筆宣言をしたわけでもなく，かれが以後書かなくなるであろうことなど到底考え
られない時点での出版であった。したがってLiteraturbetrieb（文学企業）が，著名な作家の古希を
とらえて祝賀の名目で行った出版事業の一環という面のあったこともいなめない。しかしこのゲザム
トアオスガーベは，ヴァルザーの40余年にわたる創作活動の集大成であり，あらゆる文学的ジャン
ルの作品群を網羅した貴重な文学的記念碑でもある。ヴァルザー研究家はもとより，かれの読者にと
っても，またとない第1次文献の宝庫である。マルティン・ヴァルザーの作品を渉猟し，かれの人
間観や自然観を紹介すること，つまりヴァルザーの文学世界を探求することを，本研究の目的に掲げ
た筆者にとっては，本全集の刊行はまたとない福音となった。かれの作品をいつでも好きなときに手
にとって，一挙に見通すことができるからである。
　全集が発刊された後，本研究の2年目（1998年）に入って，かれが新作長編小説を執筆中という
ことが報じられた。実際，ヴァルザーの創作意欲は止むところがないのである。小説のタイトルは”Ein
springender　Brunnen“（『1まとばしる泉』），ナチスの時代が舞台で「現在としての過去」（Vergangen－
heit　als　Gegenwart）がテーマという。第三帝国の時代に自分の経験したことを小説化することは，
ヴァルザーにとって長年の懸案事項であった。20数年間の予備作業を経ての執筆ということである
から，年来のテーマの総括ともなろう。これが本書を読む前に感じた私の印象であった。『ほとばし
る泉』は，最初FAZ（フランクフルター・アルゲマイネ・ツァイトゥング）紙に1998年6月から，
連載小説の形で毎日発表され，その後7月にズーアカンプ社より単行本2として刊行された。以後，
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純文学の作品としてはめずらしいことではあるが，『シュピーゲル』誌のベストセラーリストに即刻
登場し，それも長期にわたって名をつらねた。そのヴァルザーに，1998年度ドイツ出版書籍業界の
「平和賞」が授賞されたのは10月のことであった。この時の受賞演説がきっかけで，ドイッ・ユダヤ
人中央評議会議長イグナッ・ブービス（1999年8月13日死去）とヴァルザーの間に過去の戦争犯罪
への対処をめぐって一大論争が起こった。すでに6月の時点で「平和賞」の選考発表は行われてい
たので，平和賞と『ほとばしる泉』との間には直接の因果関係はない。つまり，この小説は受賞の評
価対象には入っていなかったのであるが，奇しくもナチスの過去との関連でこの論争と符合すること
になった。ブービスは，ヴァルザーが「アウシュヴィッッの手段化」について語り，それによってホ
ロコーストに関する議論の終結に加勢したといって批判した。プービスによれば，ヴァルザーの演説
は極右主義者たちを勢いづかせるものであり，過去に「終止符を打ち」「嫌なことは忘れようとする」
国民の深層心理に油を注ぐものである。これに対してヴァルザーは，人々は過去と訣別したいのでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fなくて，過去の過度な叙述に終止符を打ちたいのであると強調する。この論争は結局のところ，物別
れに終わったのであるが，国民的なレベルでオープソな直接対決が行われたことにドイッ国民は意義
を見出している。意見が二つ分かれたものの，国民に改めて過去の罪業に目を向けさせた点で，論争
が少なくとも将来への展望をきりひらく契機になったことは大方の認めるところである。ドイッ人自
身の過去（ナチズム）を文学という虚構世界に反映させた『ほとばしる泉』を読み解くことは，論争
の一方の当事者マルティン・ヴァルザーの立場を考えることにもつながるであろう。そこには，数多
の歴史書からは得られない，かえって現実的な解決策がひそんでいるのではなかろうか。
　本研究課題（「マルティソ・ヴァルザー研究」）は，学際的，総合的にヴァルザーの文学世界を捉え
ようとするものであるが，今回はrほとばしる泉』に的を絞って，歴史と文学という視点から成果報
告をする次第である。
皿　小説の構成と現在としての過去
　『ほとばしる泉』は，ヴァルザーの”Roman“としては第14作目の作品である。小説のタイトルの
すぐ下にRoman（長編小説）とかNovelle（短編小説）と付記されているので，読者は自分が今ど
のカテゴリーの作品を読んでいるかがわかる。しかし本来Roman，　Novelleは，文学理論上の区分で
あり，作品の長短によるものではないことも忘れてはなるまい。したがって「長編」「短編」という
付加語は日本的な翻訳で，Novelleにも長いものがある。ヴァルザーの場合，『逃げる馬』（1978）と
『ドルレとヴォルフ』（1987）の二つが”Novelle“とされており，それらを加えれば，『ほとばしる泉』
は小説全体としては第16作目ということになる。
　周知のように，かれの小説の殆どが，南ドイツを舞台にしているが，この作品もまた南ドイッのボ
ーデン湖畔ヴァッサーブルクが舞台となっている。ヴァッサーブルクはかれの生まれ故郷でもある。
ただ従来の作品と違うのは，時代背景が戦後ではなく，戦前ということである。ヴァルザーは，初め
てかれの小説の背景としてのドイッ連邦共和国の現状を離れ，過去に取り組んだのである。1932年
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から1945年の間がそれで，物語の背景はナチスの第三帝国の時代と重なる。文芸評論家のマルセル
・ライヒ＝ラニツキーには，ヒトラー時代を描いたのに，アウシュヴィッツが一ヶ所も出てこないと
いうことで，読むに値しない小説と酷評されたが，読者によって「1998年を代表する小説」に選ば
れている。先ず『ほとばしる泉』の構成を見てみよう。ヴァルザーの小説は大部なのが特徴であるが，
この小説も，その例にもれず413ページからなるたいへん分厚い本である。
　全体は3部からなっている。第1部が「母の入党」，第1部が「ヴァッサーブルクの不思議」，第
皿部が「収穫」で，最後に「あとがきとしてのまえがき」が同列で付記され，方言の問題（Das
Logotop）が論じられている。内容を概観するために，はじめに目次を掲げよう。
　　　　　Inhalt（目次）
LDe「　Eint「itt　der　Mutter　in　die　Partei母の入党
1．Vergangenheit　als　Gegenwart（9）現在としての過去
2．Johann　macht　einen　Fehler，　den　er　nicht　bereuen　kann（16）
　　後悔する気の起こらないヨハンの失敗
3。Zahlungen　eingestellt（32）支払い停止
4．Die　BUrgschaft（50）保証
5．Fahnenweihe（68）軍旗授与式
6．Der　Eintritt　der　Mutter　in　die　Partei（89）母の入党
7．Versammlungen（107）集会
II．　Das　Wunder　von　Wasserburg　ヴァッサーブルクの不思議
1。Vergangenheit　als　Gegenwart（121）現在としての過去
2．La　Paloma（131）　ラ・パロマ
3，Anita，　Anita（154）　アニタ，アニタ
4．Das　erste　Mal（168）初めてのできごと
5．Der　WeiBe　Sonntag（208）白衣の主日（復活祭の次の日曜日）
6．Ihr　nach（225）彼女を追って
7．Das　Wunder　von　Wasserburg（243）ヴァッサーブルクの不思議
8．Abschled（264）　別れ
llz　Ernte収穫
1．Vergangenheit　als　Gegenwart（281）現在としての過去
2．Ernte（284）収穫
3．’　Ausflug（341）巣立ち
4．Prosa（374）散文
Vomoort　alS　Nachwort（409）　あとがきとしてのまえがき
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　ところで，ナチス時代の12年間とはいっても，継続的に各年ごとの出来事が叙述されているわけ
ではない。つまり編年体形式の小説ではなく，12年間の中の3時点，三つのブロックが取り上げら
れ，それぞれの時期に小説の主人公ヨハソの行為が収敏されている。第1部は1932年の終わりから
1933年にかけて，つまり主人公ヨハソが5歳から6歳にかけての叙述であり，第皿部は1938年，11
歳のとき，第皿部は1944年の終わりから1945年，ヨハンが17歳から18歳にかけての物語である。こ
こで注目すべきは，『ほとばしる泉』の主人公ヨハンが，作者マルティン・ヴァルザーと同年の1927
年生まれということである。ヴァルザーのセカンド・ネームもヨハネス（Johannes）であるから，
ヨハンは文字通り作者のAlterego（分身）といっていい。それゆえ，歴史と文学が交錯するこの小
説は，読書の過程で主人公と作者の取り違え，あるいは入り混じりをまねく可能性が大いに考えられ
る。しかしRomanと銘打たれている以上，それはあくまでも創作であり，創作の視点に立って解
釈，省察することが肝要である。作者ヴァルザーが，小説の冒頭（第1部，第1章）に以下のよう
な歴史哲学的テーゼを掲げたのも，経験に影響されないアプリオリの立場での創作意図を明確にした
かったからにほかならない。これは今回の小説を書くにあたってのヴァルザーの基本姿勢でもある。
Solange　etwas　ist，　ist　es　nicht　das，　was　es　gewesen　sein　wird．　Wenn　etwas　vorbei　ist，　ist　man　nicht
mehr　der，　dem　es　passierte．Allerdings　ist　man　dem　ntiher　als　anderen．　Obwohl　es　die　Vergangen・
heit，　als　sie　Gegenwart　war，　nicht　gegeben　hat，　drangt　sie　sich　jetzt　auf，　als　habe　es　sie　so　gege－
ben，　wie　sie　sich　jetzt　aufdrtingt．　Aber　solange　etwas　ist，　ist　es　nicht　das，　was　es　gewesen　sein
wird．　Wenn　etwas　vorbei　ist，　ist　man　nicht　mehr　der，　dem　es　passierte．　Als　das　war，　von　dem　wir
jetzt　sagen，　da9　es　gewesen　sei，　haben　wir　nicht　gewnGt，　daB　es　ist．　Jetzt　sagen　wir，　datS　es　so　und
so　gewesen　sei，　obwohl　wir　damals，　als　es　war，　nichts　von　dem　wutlten，　was　wir　jetzt　sagen．3
何かがある（現存している）限り，つまり何かあるものがあるという場合，それは，あったであ
ろうところのものとは別物である。何かが過ぎ去ったという場合，ひとはもはや，過ぎ去った時
点での人間とは同一でない。とはいうものの，ひとは，他の者たちよりもその人物に近いところ
にある。過去が現在であったときには，過去は存在しなかったにもかかわらず，今や過去は，あ
たかも過去が今頭に浮かんでくる形で存在したかのように，どうしても頭に浮かんでくる。しか
し何かがある限り，それは，あったであろうところのものとは別物である。何かが過ぎ去ったと
いう場合，ひとはもはや，過ぎ去った時点での人間とは同一でない。今それについて我々が（そ
れは）存在したと語るところのものが，（実際に）存在したときには，我々は，それが存在する
ということを知らなかった。今や我々は，当時それがあったときには，今言っていることについ
て何ひとつ知らなかったのにもかかわらず，これこれしかじかであったと言うのである。
先に掲げた目次からも明らかなように，第1部，第皿部，第1皿部とも，第1章にVergangenheit　als
Gegenwart（現在としての過去）が配置されている。「現在としての過去」をヴァルザーがこのよう
に強調するのは，伏線ともいうべき前史があるからである。ベルリンの壁崩壊の前年1988年（ドイ
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ッ統一2年前）に，かれは賛否両論を引き起こすことになったrドイッについて語る。一つの報告』
（Uber　Deutschland　reden．　Ein　Bericht）を発表した。その中で，ヴァルザーは東西ドイツ統一の夢
を語ったのであるが，当時それは空想的かつ国粋的とみなされたのであった。すでにBRD（西ドイ
ッ）とDDR（東ドイッ）の二国が独自の国，独立国家としての道を歩んでおり，両国が一緒になる
べきだなどと主張するのは場違いの感すらしたのである。かつての仲間であったギュンター・グラス
などは，ドイツはアウシュヴィッッの後で自決権を失ったのだと公言していた。そのためヴァルザー
は，特にインテリ層や左翼陣営からの総攻撃を受け，まったく無視され孤立に追い込まれた。しかし
1990年には不可能と思われたドイッ統一が実現し，統一ユートピアを標傍したヴァルザーの名誉は，
歴史の事実によって回復したのであった。さらにこの報告の中で，自分自身を「6歳から18歳までの
アウシュヴィッッに気づかなかった男」（Ein　Sechs－　bis　Achtzehnjtihriger，　der　Auschwitz　nicht　be－
merkt　hat4）と表現した点も問題になった。「アウシュヴィッッを知らなかったなんて，そんなはず
はない」との反論も生じたのである。
　これに対するヴァルザーの回答が，先述の歴史哲学テーゼをさらに具体的に表現した形での第皿
部，第1章の「現在としての過去」である。「過去に対する関心無き関心」（Ein　interesseloses　In－
teresse　an　der　Vergangenheit）という立場である。
In　Wirklichkeit　wird　der　Umgang　mit　der　Vergangenheit　von　Jahrzehnt　zu　Jahrzehnt　streng　nor－
miert．　Je　normierter　dieser　Umgang，　um　so　mehr　ist，　was　als　Vergangenheit　gezeigt　wird，
Produkt　der　Gegenwart．　Eine　komplette　erschlosselle，　durchleuchtete，　gereinigte，　genehmigte，
total　gegenwartsgeeignete　Vergangenheit．　Ethisch，　politisch　durchkorrigiert．
Der　Vergangenheit　eine　Anwesenheit　wiinschen，　ttber　die　wir　nicht　Herr　sind．　Nachtraglich　sind
keine　Eroberungen　zu　machen．　Wunschdenkens　Ziel：Ein　interesseloses　lnteresse　an　der　Vergan－
genheit．　DaB　sie　uns　entgegenkanme　wie　von　selbst．5
実際，過去との関わりは年を経るにしたがってより厳格に標準化される。この関わりが標準化さ
れればされるほど，過去として提示されるものが，ますます現在の産物ということになる。完全
に開かれ，解明され，浄化され，認可され，すっかり現在に適合した過去。倫理的，政治的に正
されて。
過去に現在を望むこと，それはかなわぬことである。過去については我々はどうすることもでき
ない。後になって，過去についていかなる征服もなされるべきではない。過去に現在を望みたい
という考えの目標は：過去に対する関心無き（なにものにもとらわれない）関心である。つまり
過去が，自ずからのように，我々の方にやってきてくれたらということである。
それゆえ語り手は，子供のichの目の高さにとどまる必要があるのである。　rほとばしる泉』は，こ
れらの伏線の上にたって，「6歳から18歳までのアウシュヴィッツに気づかなかった男」を小説化し
たものといっていいであろう。
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皿　過去に対する関心無き関心という視点
　時代はナチスの時代，場所はヴァッサーブルク，主人公ヨハソの他に「レストラチオーン
（Restauration）」という名のガストホーフ（居酒屋兼業の旅館）を切りまわす母親，神智学に興味を
寄せ実業には不向きな父親，ヨハンの兄のヨゼフ，弟のアンゼルムが家族として登場する。その他，
小村ヴァッサーブルクのさまさまな人物が取り上げられ〔「村は個々の人間の総体であった」（Das
Dorf　war　der　lnbegriff　der　Menschheit．6）〕，村全体が演劇の舞台と化す。特に昼から飲みにくる村人
たちの姿が，幼いヨハンの目を通して描写され，かれらの人間関係が明らかになっていく。
　母親が店を一人できりもりする生活力旺盛な女丈夫であるのに対して，父親は病気がちで影がうす
い。かれは第1次世界大戦に従軍し，そのときの過酷な体験から今は平和主義者となり，実際，妻
に養われているといってもいい存在である。しかしヨハンは，この父親が好きで，かれの影響を大い
に享受する。父は5歳のヨハンに「ことばの木」（W6rterbaum）をつくってやる。さしずめクリス
マスッリーにことばがぶらさがったものを想像すればいい。家にいることの多い父親はヨハンを見つ
けるとすぐにいくつかの単語を発問し，スペルが正しくいえると”Johann，　ich　staune“（「ヨハン，す
ごいよ」）といって感心し，それらを木にぶらさげてやる。ヨハンも父親のich　stauneということば
が聞きたくて自然にがんばる。RippenfellentzUndung，　Bhagawadgita，　Theosophie，　Rabindranath
Tagore，　Swedenborg，　Philosophie7のような難しいことばを5歳の子供が教わって，学校にあがる前
にスペルが書けるようになっている。この「ことばの木」は，第1部で父親が亡くなった後も，第皿
部まで引き継がれ，ヨハンのことばに対する関心，ことばへの愛の源泉となる。
　この小説は時代区分として三つに分かれるだけでなく，それに沿う形でテーマも次のように三つ挙
げることができると思う。
　a）ナチスの問題（Nationalsozialismus）b）性の目覚め　c）若き日の作家の肖像　「ナチスの問
題」は，もちろん全体を通してのものであるが，特に第1章の「母の入党」では，父の入党ではなく
母の入党であるところに，国民全体を巻き込んだ時代の雰囲気が象徴される。ここでdie　Partei
（党）とは，ドイッ人にとっては自明のことであるが，NSDAP（里ationalgozialstische　peutsche　Ar－
beiterpartei）〔国家社会主義ドイッ労働者党＝ナチス〕のことである。「性の目覚め」は第皿部のサ
ーカスの少女アニタへの愛に始まり，第皿部のマグダ，レーナへと続いていく。「若き日の作家の肖
像」は，「ことばの木」に始まり第」部での作詩，第皿部のProsa（散文）へと発展していく。以上
の三テーマを縦糸とするならば，横糸として，方言（Dialek），子供時代（Kindheit），故郷（Hei－
mat）の三つのキーワードの設定がある。例えば，ヨハンにとっては一般に方言とみなされるヴァッ
サーブルクのことばこそ，愛する故郷のことばであって，首都ベルリンのことばはヒトラーのことば
であり，ナチスのことばなのである。母親はAlemmanisch（アレマン方言）を話し，標準ドイッ語
を用いることがない。
　第皿部の「収穫」では，ヨハソはことばにおいても，つまり文学への愛においても，女性への愛に
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おいても成長をとげる。主人公が試練を経て自分自身を発見するというこの形態は，かつてのドイッ
文学の特徴ともされた発展小説（Entwicklungsroman），教養小説（Bildungsroman）と同じであり，
その系譜にあるといってもいいであろう。この小説の中には，特に筋らしい筋があるわけでもなく，
大きなアクションがあるわけでもない。小さな村で起こった事柄が，ただたんたんと細密画のように
描写されていくだけである。これもこの小説の語りの基本姿勢になっているのであるが，どんな些細
なことでも「村ではいっさいが重要である」（ln　einem　Dorf　ist　alles　wichtig．8）という立場からであ
る。
　それでは，目次に沿いながら更にいっそう詳しく眺めてみよう。第1部，第1章「現在としての
過去」という歴史哲学テーゼに続く第2章「後悔する気の起こらないヨハンの失敗」は，そのテー
ゼの具体的な応用例と考えられる。5歳のヨハンがあるとき村の道を婦人用の自転車で走っている
と，見知らぬ男に呼びとめられる。それは旅回りの写真師（Wanderphotograph）であった。かれ
は，ことばたくみにヨハンの心をとらえ，巨木の前での撮影に成功する。ヨハンは家に帰って，母親
にそのことを報告する。「ヴァソダーフォトグラーフだって！」と彼女は叫び，すぐに非難の口調でい
くらかと詰問する。ヨハンはこの瞬間自分がたいへんな失敗をしでかしたことを知る。3枚1組で9
マルクの代金は後でわかるのであるが，この額がかなりの額であったことは想像にかたくない。当時
は世界経済恐慌の時代で，ドイツ経済も苦境のさなかにあり，居酒屋などはどんどんつぶれる状況下
にあった。少しでもガストホーフの経費を切りつめるべく，腐心している母親からすれば，ヨハンの
写真撮影はまったくのむだであった。完成した写真が届けられたとき，母は従業員のとりなしでしぶ
しぶ代金を支払うものの，ヨハンが初めて一人で写った写真についての感想は何も述べなかった。写
真には，腕をいっぱいに伸ばしてハソドルを握るヨハンの立像が写っている。その自転車姿に幼いヨ
ノッは満足する。母親の不興は買っても，ヨハソとしては，自分の形というものができあがって，自
転車を支えている自分が実際ににそのときそこにあったんだということを子供心に直観し，自分とし
ては後悔する必要がないという気になるのである。1枚の古い写真を見ると，そのときの姿（そのと
きはそのように見えたのである）がわかる。それは今となっては，変えることのできないものであ
る。この歴史哲学的視点が，小説の最初の部分で主人公の写真という形で提示されるのである。その
後の進行はその時々のエピソードの積み重ねによって行われる。
　第3章「支払い停止」，第4章「保証」，第5章「軍旗授与式」の頃になると，小村ヴァッサーブ
ルクにも，褐色（ナチ党員の制服のカーキ色）が色濃くなっていく時期である。「レストラチオーン」
の居酒屋（ビヤホール）にも，ミン（Herr　Minn）という羽振りのいいナチ党員が顔を出し，ヒトラ
ーの話を始める。次はどこどこで集会があるから，顔を出すようにという伝令がとぶ。たとえば，
「クローネ」で明日の晩，集会があるから，おまえも来て入党せよ，などの命令である。これらの場
面が，つまり当時の田舎の小さな村の人々のヒトラーに対する態度が，幼いヨハンの目を通して叙述
されていく。ヴァッサーブルクにはヨハンのところの「レストラチオーン」の他に「リンデ」と「ク
ローネ」というガストホーフがあり，いずれも競合関係にある。他の店での集会の話を聞く母親の内
心は穏やかではない。「クローネ」での集会を告げた後，ミンは「あのヒトラーという人が，我々み
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んなを救い出してくれる」（Der　Hitler　reigt　uns　alle　raus．9）と撤をとばす。ナチスに関してはっきり
と書かれているのは，この部分だけで，その他は，「ハイル・ヒトラー」（Heil　Hitler）という呼びか
けによって，ナチスの状況がわかる形になっている。
　敬慶なカトリック信者の母親がなぜNSDAPに人党したのか？　ヒトラーの政党になぜ？　この
点がこの小説で問題になるところであるが，母親は自分の店をどうにかつぶさないでやっていきた
い，そのための方策として入党したのである。彼女は自分の店がいつ強制競売にかけられるやも知れ
ぬという不安の日々を送っていた。ヴァッサーブルクのような田舎の村にも世界恐慌の波が打ち寄せ
ていたからである。資金のやりくりがつかず「支払い停止」となれば，それは破産を意味していた。
そんな時に例のナチ党員ミンが，あんたも一人でたいへんだろう，党に入れば集会をあんたの「レス
トラチオーソ」でやってもいいんだよ，と誘いをかける。集会をやってくれれば，確実にお客ができ
それは収入増につながるというわけで，結局，母親は入党する。彼女の立場としては，それはごく自
然の成り行きであった。つまり，入党はNSDAPに賛成とか反対というイデオロギーレベルの問題
ではなく，家族と店を守る生活防衛のためであった。これを日和見主義といって，現時点から，非難
することはできないであろう。ヨハンの目に映じるのは当時の事実だけである。ナチスの色がさらに
色濃くなるのは，1933年の1月のことである。ヒトラーのNSDAPが，選挙によってつまり合法的
な手段によって，国会の第1党となり，政権獲得への道を歩む時期である。第1部後半の5章「軍
旗授与式」，6章「母の入党」，7章「集会」では，このヒトラー政権誕生に向かってエスカレートす
る時代の雰囲気が，いくつかのエピソードによって活写される。この間，父親はどうしていたのであ
ろうか？　かれはナチスには否定的で，常々「ヒトラーになれば戦争が起こる」（Hitler　bedeutet
Krieglo）と考えている。だから村人たちの集会にも参加しない。そのため，・ガオライター（ナチス
支部長）のミソからは疎まれナチスへの誘いも受けず，妻の入党もかれの与り知らぬところで行われ
た。父親の望みは，政治とはおよそ関係のない「神智学の会」をヴァッサーブルクにつくることであ
った。そのためその設立の会を，ヒトラーの政権獲得の日になるなどとは夢にも思わず，最初から
1月31日に予定していたのである。当日，自分の店で父が仲間との寄り合いをしていると，突然店の
ラジオが鳴り出す。ちょうどヨハンが今日は大勢人があつまってくるなあと思っていたところであっ
た。聞こえてきたのは，ゲッベルスの演説であった。ナチの連中がラジオの下に集まり，演説に耳を
そばだてて始めると，父親たちの居場所はなくなってしまった。かれらは店の片隅に追いやられ，神
智学設立の会はしぜん吹っ飛んでしまう。しかし店は集会のお陰でどうにか，続行の見通しが立つと
いうところで，第1部は終わっている。
N　性の目覚めとハイマート賛歌
第1部「ヴァッサーブルクの不思議」は，それから5年後1938年が舞台である。この年はオース
トリアがナチスドイッに併合された年でもある。第皿部ではヨハソの性に対する目覚め，カトリック
との葛藤など，かれ自身の内面の心の動きが主題となって展開される。特筆されるのは，『ほとばし
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る泉』における性の描写の美しさである。ヴァルザーは，ときにポルノまがいのどぎつい表現（特に
『みんなバラバラ』において）を駆使することで，墾歴を買うこともあったが，今回は主人公が少年
ということもあろう，直接的な表現はいっさいない。それはまた「現在としての過去」という立場の
しからしめるところでもあろう。11歳の主人公ヨハンは，旅回りのサーカス「ラ・パロマ」の座長
の娘アニタにほのかな恋心を寄せる。偶々アニタはヨハンと同年である。その彼女が綱渡りをすると
きに，チラッと見せる黒い腋毛の美しさ（Johann　sah，　daB　in　Anitas　Achselh6hlen　schwarze　Haare
wuchsen．11）がヨハンの心をとらえる。それは主人公ヨハンの最初の感激であり，性に対する目覚め
でもあった。この時かれは幸せの鏡地にひたりながらも，ことばになりにくいもののあることを知
る。ことばに興味をいだくヨハンは，好きだという感情を的確に表現するにはどうしたらいいか思い
悩む。「ぼくには愛する以外道はない」（lch　muG　lieben，　muB　lieben．12），愛さなければならない，こ
れがヨハンの結論である。しかし具体的な表現となると，ことばであらわす（発声する）ことのでき
ないものの前に逡巡する。仲間の連中が当たり前に口を出すSchwanz（男性器の呼称）も，ヨハン
には口に出すのがはばかられる。親友のアドルフは，それをMannlichkeit（男らしさ）と呼んでい
るのであるが，それはナチ党員であるかれの父の語彙のひとつである。シュヴァンッだけでなく，メ
ンリヒカイトもヨハンはなじめない。そこでかれは自分の性器に「ぼくであるところのぼく」（IB－
DIB〔lch　bin　der　ich　bini3〕），っまりぼく自身という表現を考え出す。これが呼びかけるときには，
2人称となって「おまえであるところのおまえ」（Du　bist　der　Du　bist）と変化する。アニタを思って
オナニーをするシーンでも，このやりとりがクライマックスへと昂揚する躍動感を伝える。手で握っ
ているその部分がヨハンの呼びかけ”Du　bist　der　Du　bist“に反応して，”Ich　bin　der　ich　bin“と応じ
るのである（lch　bin　der　ich　bin．　Und　er：Du　bist　der　Du　bist．　Und　wieder：lch　bin　der　ich　bin．　Du　bist
der　Du　bist．　Ich　bin　der　ich　bin．13）。快美感の後には，しかし奈落の底に落とされたような絶望感がヨ
ハンをおそう。オナニーは，カトリックではたいへんな罪とされているからである。そこでしぜんカ
トリックとの葛藤が生じることになる。11歳の少年に教会の権威は殊のほか重い。
　言語の発展の面からいっても，教会の歌（Kirchenlied）や教会のことばがヨハンの最初の習得言
語であった。物心ついた頃から，日曜日には欠かさず教会に行っていたのであるから，教会の歌が最
初のことばだというのも不思議ではない。1933年以降のことば，つまりヒトラー以後のことばは，
ヨハソにとって2番目の外国語のようなものである。
　ところで，第1部「ヴァッサーブルクの不思議」の前半部は，サーカス「ラ・パロマ」のヴァッサ
ーブルク公演と題してもいい部分である。村にやってきたサーカス，それだけでも日常を超える祭り
の要素であろう。その模様が，ヨハソの目を通してありのままに報告されると，しぜんヴァッサーブ
ルクの村人たちの相関図が浮かびあがるのである。たとえば，サーカスの道化のクラウソが，演し物
の中で，ヒトラーのオーストリア併合についてあてこすりをすると，かれは夜中に何者かに半殺しの
目にあって，テントの前に放り出される。犯人が誰であるかはおよその見当がつくのに，誰も何も言
わない。言わないではなくて，言えない雰囲気が村全体を覆っているのである。子供はそれに対して
なすすべがない。ガストホーフ「レストラチオーソ」の裏の広場にテントを設営していたサーカスも，
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5日ほどの滞在で去って行った。ヨハソの恋心はアニタがいなくなっていっそう燃え上がる。第6章
「彼女を追って」は，幼い少年の恋の冒険行である。近郊の町で公演しているというアニタを訪ねて，
ヨハンは遠路一人で道草を食いながら出かけていく。再会を喜びあった二人であるが，アニタの関心
はどうもアドルフにあるらしい。ヨハンは自分が思っているように，アニタもかれのことを思ってい
てくれるものと考えていた。性の目覚めから始まったことの成り行きが，ここに来て一転，現実に直
面するのである。アニタは，ヨハソの期待に反して別れ際に，「アドルフにくれぐれもよろしく伝え
てね」（Bestel1　dem　Adolf　einen　sch6nen　GruB　von　mir．14）というだけである。これを聞いてヨハソ
は大いに失望し，とぼとぼと夜の道をさまよい歩きながら，母に叱られるのを覚悟で帰宅する。幸い
従業員らの計らいで，母には気づかれずに自分のベッドにもぐりこむことに成功するのであるが，寂
しさははかりしれない。ヨハソはそのショックで初めての詩（Zwei　Zeilerという2行詩）をつくる。
Oh，　datS　ich　einsam　ward
So　frUh　am　Tage　schon．15
ぼくはなんと孤独になったことであろう
日が明けたばかりでまだ早いというのにもう
　これが契機で，主人公のヨハソはこの後どんどんと詩を作っていくようになる。もともとヨハンは
父のお陰で詩に対する関心は持ち合わせていたのである。父は詩が好きで，死後わかったことである
が，クロップシュトックとヘルダーリソの全集を残していた。ヨハソは父の願いで，父の死の直前に
ニーチェの『ツァラトゥーストラ』（Also　sprach　Zarathustra）の中の「夜の歌」（das　Nachtlied）
を朗読したことが忘れられない。「夜の歌」の朗読は何度もしていたのであるが，自分が11歳のこの
ときの朗読を思うとヨハソの心ははずむのである。「ここに来てもう一度ツァラトゥーストラの夜の
歌を読んでおくれ」（Komm，　lies　mir　noch　einmal　das　Nachtlied　aus　dem　Zarathustra，）と父は言っ
た。
Tatsachlich　las　Johann　am　liebsten　das　Nachtlied　vor，　Wenn　er　das　las，　hatte　er　das　GefUhl，　jetzt
singe　er．，Wenn　er　las　Nacht　ist　es’　nun　reden　lauter　alle　sPn’ngenden　Brannen．　Und　auch　meine　Seele
ist　ein　springender　Brannen，　hatte　er　das　Gefiihl，　seine　Stimme　singe　ganz　von　selbst．　Jedesmal，
wenn　er　dem　Vater　das　Nachtlied　las，　sagte　der　Vater　Johanns　Lieblingssatz：Johann，　ich
staune．16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
実際，ヨハソは「夜の歌」を朗読するのが一番好きだった。朗読のときには歌っている気持ちに
なった。「夜がやってきた。今すべてのほとばしる泉はその声を高めて語る。そして私の魂もま
た，ほとばしる泉である」と朗じると，声がまったく自然に歌い出すのを感じた。かれが父に「夜
の歌」を朗読したときはいつでも，父はヨハンの好きな，ヨハソ，すばらしいよ，ということば
を口にした。
読者は，ここで小説のタイトル『ほとばしる泉』の由来を知るのである。第7章「ヴァッサーブル
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クの不思議」では，キーワードの一つ，ハイマート（故郷）が前面に押し出される。今回の冒険行で
みんなが黙っていてくれたり，味方をしてくれたこと，加えて村の自然の美しさに気がついたこと，
それらが重なって，ヨハソはヴァッサーブルクほどいいところはない，と思うのである。かれは作文
帳に「人間はハイマートなしには，惨めな存在である，いってみれば，風に吹かれる1枚の葉っぱ
のようなものである」（Ohne　Heimat　ist　der　Mensch　ein　elendes　Ding，　eigentlich　ein　Blatt　im　Wind．17）
と書きつける。ほとんど無条件の故郷賛歌である。これも現在としての過去の一面であろう。第8
章の「別れ」は，アニタとの訣別でもあるが，主人公ヨハソが未来に向けて一段と成長するための「幼
児期との象徴的な別れ」ととらえることもできよう。
V　自分のことばを求めて
　最後の第皿部「収穫」は，若き作家の誕生を予感させる，この小説の核心部分でもある。時代背景
は戦時中から敗戦，敗戦直後へと続くヨハンの17歳から18歳にかけての時期である。ギムナジアス
ト（高校生）のヨハンは隣町のリンダオのギムナジウムに列車通学をしているのであるが，かれの楽
しみは車中で友人の妹マグダに自分の作った詩を見せることである。彼女はただ見るだけで，感想を
述べるわけではないが，ヨハンはそれでも満足である。作詩によって教会のことばでもなく，ヒトラ
ーのことばでもないそういうことばをさがしたいとの思いがあるからである。第皿部の前半は，詩に
対する愛がテーマといってもよい。第3章「巣立ち」では，17歳の終わりの時に，勤労動員にかり
だされたヨハンに，続いて実際の召集令状（ドイッでは青紙）がくる場面である。兄のヨゼフはこの
頃東部戦線で戦死している。ヨハンはガルミッシュの山岳部隊に配属され，祖国防衛にあたるのもつ
かの間，1945年5月には敗戦となり，かれはアメリカ軍の捕虜となる。捕虜とは名ばかり，それも
短期間で解放され，初めて見るジープに乗せてもらって，故郷ヴァ．ッサーブルクに帰還する。「レス
トラチオーン」には，大都市で空襲を受け焼け出された家族が流れついて仮住まいをしていた。その
家族の中に16歳の少女レーナがいた。ここでヨハンは彼女によって導かれ初めての性体験をする。
「彼は今やまさに解脱したのであった」（Er　war　ja　er16st　jetzt18）。この解脱という表現で終わるセッ
クスシーンの描写は実に美しい。戦争から解放されたヨハソは，自由になった時間を使ってシュティ
フター，ハイネ，フォークナーらの散文を耽読する。これが最後の第4章「散文」の内容である。
今や性愛において成長を逐げたヨハンの内部に，文学に対する愛が徐々に芽生え始める。そして最後
の部分で，ヨハンは自分はことばを使って生きていきたい，生きていくであろうという予感をもつ。
書き始めたら，書きたいことが紙の上におのずから載ってきて，後はただ読めばいい，そういう状態
を心に思い描いてみる。するとことばというものは，次から次へと紡ぎだされねばならないことがわ
かる。「ことばはほとばしる泉である，とヨハンは考えた」（Die　Sprache，　dachte　Johann，　ist　ein　sprin－
gender　Brunnen．19）。これがこの小説の結びの文である。最後の「あとがきとしてのまえがき」は，
ヨハンを育んでくれたアレマソ語方言への挽歌であり，「失われた時を求めて」旅した作者ヴァルザ
ーの感慨でもある。
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　この作品によって，マルティン・ヴァルザーが故郷ヴァッサーブルクを歴史の中にはっきりと刻印
したことはまちがいない。
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